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レンサ球菌感  
染   2008年5月7日   

最初の症例が公式た報告された。ペットフード労働者  
（41才男性）は、Melb。Urneエ場で動物を処理している  

期間にブタ連鎖球菌による致命的症状を生じたが治  
療後完全に回復した。同疾病は、最も最近では中国に  
おいて、2005年に215人の畜殺業者と加工業者が感  
染し、半数が致命的であった。  

細菌感染  THEPIGS汀E  
2008年5月21日   

かにした。また同菌が少なくとも2カ月の間ブタの腸管  
で個体数を確立、維持することができ、コロニー化する  
ことができることも明らかにした。米国のある屠殺場で  
は2％のブタから同菌が検出された。また日本、チリ、オ  
ランダ、ノルウェーおよぴスエーデンの健康なブタから  
も同菌が検出されている。  

ブドウ球菌感  サンデーポスト［2008年6月1日］によると、スコットラン  
染   m8i120080605．179  

9  なかった新型のMRSA（ST398またはNTTMRSA）感染 
患者3名を確認した。このMRSAは家畜と人に影響を  
及ぼしながら、急速にヨーロッパ大陸と若干の他の国  
に広がってい 

PIGPROGRESS  
2008年6月5日   

業者の間で拡がっていると、Natur水＝ユースが報じ  
た。雑誌「VetMi¢rObiol」に発表された研究は畜産が  
本疾病の感染源の可能性があることを示唆している。  
研究者はOntarioの20の農場の258匹のブタと農場の  
労働者を検査した。その結果、農場の45％、ブタの25％  
および農民の20％がMRSAに感染していることを見つ  
けた。   
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ID  受理日  番号  報告者名   一般名 獲物陪乗鯨  

細菌感染  PIGPROGRESS  
2008年6月18日   

ワ大学の公衆衛生学者は鼻綿で検査されたブタの半  
数近くで、ミネソタ大学の研究者は検査されたブタ獣  
医の7％で、またオンタリオ獣医大学の研究者は検査さ  
れたカナダ豚肉の10％でその細菌を見つけた。  

細菌感染’  AASV2008年6月  
18日   れた113名のブタ獣医のうち7．1％に抗生物質抵抗性菌  

を見つけたと報告した。アイオウ大学の公衆衛生学者  
は、鼻綿で検査された299匹のブタのうちの147匹の間  
で、同じ細菌株を見つけた。オンタリオ獣医大学の研  
究者はカナダの4つの地方で収集された豚肉検体212  
例のうち10％でこれらの細菌を検出した。米国では年  
間18．650名の死亡が、抗生物質抵抗性細菌に起因す  
ると推測されるので、研究者は米国とカナダ当局がそ  
の知見に注意を払うよう奨励した。   

18  2008／7／10  88018  日本シヤーウッ  

ド株式会社   膜   程   
ウロキナーゼ使用胸部排  
液用チューブ  
ウロキナーゼ使用中心静  
脈用カテーテル  
ウロキナーゼ使用緊急時  
ブラッドアクセス留置用力  
テーテル   

19      生化学工業株  ブタ歯胚組織使用歯周組  エナメルマ  幼右ブタ  スウェー  組成・構        烏イノフルエ  ProcNatlAcad  米国の2つの農場の発病したブタかb遺伝子的に相同  

式会社   織再生用材料   トリックスデ  ンザ   SciUSA2007：  

リバティブ   104：20949－20954   

スは実験的に感染させたブタおよぴマウスで前適合な  
しで発病させることができた。また、ブタおよびフエレツ  
卜で感染性があり、高伝搬性であった。H2N3ウイルス  
は哺乳類宿主への適合性を持つため、その拡大に注  
意すべきである。   
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工D  受理日  番号  報告者名   一名   生物申来駐 分名  ．原料料名  原産画．  含有区分二  字画  
23  2008／8／14  88023  ガンブロ株式  ヘパリン使用緊急時ブラツ  ヘパリンナ  豚腸粘膜  中国  組成・構  有  無  無  烏インフルエ  国立感染症研究  2008年2月20日付け、WHO更新情報によると、中国保  

会社   ドアクセス留置用カテーテ  造  ンザ   所感染症情報セン  
ル   タ一高病原性烏  

インフルエンザ  

2008年2月21日   

している。  で、1月16日に発症し、1月23日に入院し、1月24日に 死亡した。中国での確定例は28例で、うち18例が死亡                           鳥インフルエ  国立感染症研究  
ンザ  所感染症情報セン  

タ一高病原性鳥  
インフルエンザ  
2008年2月26日   

る。  

烏インフルエ  
ンザ   所感染症情報セン  

タ一高病原性烏  
インフルエンザ  
2008年2月27日   

している。   

24      ニプロ株式会  へハリン使用体内植込み  ヘハリノナ  豚小腸粘    温・          ProMED－   b        －＿lnneSOa  

社   用カテーテル  トリウム  膜  造  mai120080201．040  

ヘパリン使用長期的使用  5   豚肉加工場従業員2名も同様の症状を発症した。この  

注入用植込みポート  疾患は進行牲炎症性神経障害と名づけられた。ケー  

ヘパリン使用中心静脈用  スコントロール書式験の結果、ブタの脳を高圧空気を用  

カテーテルイントロデュー  いて採取するエ程と発症との関連性が強く示唆され  

サキット  た。原因として、ブタの脳組織が自己免疫性末梢  

ヘパリン使用緊急時ブラツ  ニューロパテーを引き起こしたとの仮説があるが、詳  

ドアクセス留置用カテーテ  細を調査中である。   

ル  

ヘパリン使用体外式膜型  

人工肺  
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いたかもしれない。  

仰董′ヽ  ⊂コ  roMED－  米国で、」れまでに確認された12名に加え、新たに1  

mai120080206．049  
3  患者と異なり、この作業員は脳組織を除去するための  

高圧空気圧縮装置付近ではなくQPPエ場の地下での  
作業中に脳組織に曝露した。ミネソタ州疫学担当者が  
現在調査中である。  

米国で精肉作業員が神経症状を発症した件に閲し  
mal  
0  し、脳白質の異常は見られなかったことから、末梢神  

経系の疾患であると思われる。この疾患は患者が仕  
事を休むとある程度良くなることや、ブタの脳を取り  
扱っている他のエ場からは報告されていないことか  
ら、プリオンや他の感染性物質によるものではないと  
考えられる。噴霧化したブタ脳組織の曝露によるもの  
と考えられ、食の安全性に関係する問題ではない。  

■■■■■■■●●■－－■－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t■－－－－－－－－一一－■t●－■■■●■●－－－▼■   
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．suistype2の感染の他に、インフ 
イルス感染が背景にあったのでは 
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lD  ∴漫翠二日∴  －1毒草‥  ＝∴報告者名 ■鵬 巨肇揖喜  計ごヾ∵∵∵∵   

25  2008／9／1  88025  株式会社ジェ  ヘパリン使用人工心肺用  ヘパリン  ブタ腸管   
イ・エム・エス  回路システム  粘膜  造  ProtectionReport  

ヘパリン使用人工心月市回  2（32）2008年8月  

路用血液フィルタ  8日   がブタの脳を採取するために高圧空気を使用してお  
ヘパリン使用チューブ接続  り、この3ケ所全てで進行性炎症性ニューロパチーの  
用コネクタ  症例が確認され、現在24例である。細かい霧状の脳  
ヘパリン使用単回使用人  組織に曝露し、神経障害を引き起こす自己免疫反応  
エ心肺用熱交換器  を起こしたと考えられている。英国の肉処理場では高  
ヘパリン使用体外式膜型  圧空気は使われておらず、今までこのような症例は確  
人工肺  認されていない。  
ヘパリン使用心臓血管縫  
合補助具  
ヘパリン使用単回使用遠  
心ポンプ  

ブドウ球菌感  MRSA分離株であるST398株は、ヒトに伝播し、感染を  
染   Repo止2008：  

42（23）：203  されている。英国では今まで動物またはヒトからの  
ST398株分離の報告はなかった。2007年にScottish  

MRSAReferenceLaboratoryはヒトから分離され、  
MLSTによって同定された3例のST398株を受け取っ  
た。これらの分離株は最も普遍的なST398株と同一で  
はなかった。疫学的調査の結果、3例は同時期に入院  
しておらず、ブタや養豚業者との関連はなかったこと  
が確認された。  

J＿」ヽ  
1096  示し、HEV抗体、HEV特異的IgMおよびHEVRNAが検  

出され、E型肝炎と診断された。症状の出る8週間前に  
患者はフランス生まれのベトナムブタを飼い始めてお  
り、そのブタの血清から、HEVRNAが検出された。ブタ  
のHEVは患者と同じ遺伝子型3で、ヌクレオチドで92％、  
アミノ酸で98％の相同性を有した。ペットのブタが感染  
源と考えられた。   
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2のた。この 例は、食肉処理業者の30歳男性で、悪寒と頭痛を伴う  
高熱のため入院し、細菌性髄膜炎が疑われ、脳脊髄  
液を検査したところ、ブタレンサ球菌2型が検出され  
た。10日間で退院できるまでに回復した。ヒト髄膜炎  
の鑑別診断の際には、特にブタや生のブタ肉と密接な  
接触があったヒトではブタレンサ球菌を考慮すべきで  
ある。  

エ コ＝  ノ      ′し  ／＼ ノ  ／  国  温・      無  E土肝火  AmJTropMed  スへインでブタに曝露しているヒト101名と曝露してい  
循研   回路システム  トリウム  粘膜  造  Hyg2008；78：  

ヘパリン使用体内植込み  1012－1015   HEVIgG保有率は曝露群では18．8％、非曝露群では  
用カテーテル  4．1％であった。ブタに接するヒトの抗HEVlgG保有リス  

クは5．4倍（P＝0．03）であった。HEV感染は養豚作業員の  
職業病として扱うべきである。  

几 ン′几－＿。  
904検体中617例（68．3％）が抗HEV抗体陽性、57例  
（6．3％）が抗原陽性であった。陽性率は養豚場により有  
意な善があり、また、3月齢より上のブタは3月齢以下  
のブタより抗体陽性率および抗体力価が有意に大き  
かった。HEV抗原はHEVRNAと密接な相関を示した。  
同省のブタ感染HEVは遺伝子型4か新規の遺伝子型  
であった。   
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ID  受理日  ’番号  報告者名   一鹿富 生物由来靡二 分名∴′  7鴻琳痔、  肇慮国て                        （．          増云無冠■ご ミ ‘鰯慧詳   閏  

㍍ 
162：811－816   

たは撃たれた動物について血清学的およびウイルス  
学的診断を行って調査したところ、Thionv‖e地域では  
2002年4～7月には8回検出されたが、2002年7月以  
降はウイルスは検出されなかった。北Vosges地方で  
は地理的状況から狩猟制限をすることができず、2004  
年にも検出され続けた。フランス保健局は野生イノシ  
シにワクチン接種することを決定した。  

フ  ／ ノ  ／＼ノノ  ハノノ  小腸  1～5  組・構  有  無  無  アナフィフキ  FDA／Reca‖2008  2008年1月り日、米国ハウスタ一社はヘパリンナトリ     フエンス  ペ 
サイ株  付ーシング向け循環器  トリウム  膜   中国、  造  シーショック  年1月25白 ウム1000units／m110およぴ30鵬マルチドーズバイア  

式会社   用カテーテル  ⑥米  ル9ロットの自主回収を開始した。同社製抗血液凝固 
②ヘパリン使用体外式  国、カナ  薬ヘパリンの注射に関すると思われる多数のアレル  
ペースメーカ用心臓電極  ダ  ギ一反応が報告されたためである。同社は原因を同  
③ヘパリン使用サーモダイ  定するため調査中である。  
リューション用カテーテル  

④ヘパリン使用静脈用力  
テーテルイントロデューサ  

キット  
⑤ヘパリン使用中心静脈  
用カテーテルイントロ  

デューサキット  
⑥ヘパリン使用大動脈力  
ニューレ  

滅菌済み体内植込み  
チューブ及びカテーテル  

合成樹脂製人工血管  
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【D  一般名∴、   車軸東限 ’分紅1－・∴三                  二∴甘二Lこ’              こ翠ノ茅～； JT▲  ■雛  轡幣誓∴照準          ）㌢  ■［〔  ーナr′・       、†‘   ノ・・r  
29   

ド株式会社   ゼ   民共和  
ウロキナーゼ使用胸部排  国   
液用チューブ  
ウロキナーゼ使用緊急時  
ブラッドアクセス留置用力  
テーテル   

フサイエンス株  弁  造  
式会社   植込み型補助人工心臓シ  

ステム  

フ  ハ ノ    工心  ヘハ」ノナ  小腸  アメノカ  製迫エ  有  無  無  E土肝炎  EmerglnfectDLS  フフンスの41歳女性が1ケ月程、疲労感が続いたた  
業株式会社  回路システム  トリウム  膜   合衆国  程  2007；13：1094－  

ヘパリン使用大動脈力  1096   示し、HEV抗体、HEV特異的IgMおよびHEVRNAが検  
ニューレ  出され、E型肝炎と診断された。症状の出る8週間前に  
ヘパリン使用体外式膜型  患者はフランス生まれのベトナムブタを飼い始めてお  
人工肺  リ、そのブタの血清から、HEVRNAが検出された。ブタ  

のHEVは患者と同じ遺伝子型3で、ヌクレオチドで92％、  
アミノ酸で9鍋の相同性を有した。ペットのブタが感染  
源と考えられた。  

狂犬病   EpidemioHnfect  
2008；136：504－  

508   果、ブタ分離株はイヌ分離株と非常に高いヌクレオチ  
ド相同性を有する遺伝子型1の狂犬病ウイルスである  

ことが示された。  

よって感染するときに、腸の／くイエル板を覆うドーム部  
の上皮層にあるM細胞が関わることが強く推定され  

た。   
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ウイルス感染  EmerglnfectDis  
2007；13：1184－  

1188  （25％）でNoVRNAが検出された。遺伝子配列分析の結  
果、これらのNoVはブタG）l．11クラスター、ブタG11．18ク  
ラスターおよびヒトG11．4クラスターの3つの遺伝子型に  

属していた。また、市販の豚肉156検体中1例からGII．4  
クラスターのNoVが検出された。ブタ真申からヒトGII．4  

様NoVが検出された初めての報告であり、NoVの豚肉  
からの感染の可能性も示唆している。  

マン  ンヤハ  ハ ノ    ロ   ユ邑  ヘハノノ  タ腸  イダ」  添加  有  無  無  アナフィフキ  FDA／Reca‖2008  2008年2月28日、米国ハクスタ一社はヘパリンナトリウ  

ン株式会社  心ポンプ  トリウム  膜   ア、中国  シーショック  年2月28日   ム注マルチドーズ、シングルドーズおよぴHEP－LOCK  
ヘパリン使用冠動脈湾流  ヘパリンフラッシュ製品の残りの全てのロットを自主回  
用カテーテル  収すると発表した。／くクスタ一社のヘパリン回収により  
ヘパリン使用心室カニュー  ヘパリンの供給が危うくなることはないとFDAが判断し  
レ  たためである。同社はFDAと協力して原因を究明中で  
ヘパリン使用人二心肺回  ある。  
路用血液フィルタ  
ヘパリン使用人二心肺用  
貯血槽  
ヘパリン使用体外式膜聖  
人工肺  
ヘパリン使用大静脈力  
ニューレ  

ヘパリン使用大腿動静脈  
カニューレ  
ヘパリン使用大動脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用汎用吸引用  
カテーテル  

m8l  
ず急激な増加を示し、中国中に広まった。2007年には  
減少傾向になったが、最近、感染が再び出現してい  
る。不必要な損失を防ぐため養豚農家は防御を緩め  
ないよう注意しなければならない。   
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惣  
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大腸菌性胃  
腸炎  XueB802008：48：  

796－799  腸菌（STEC）  

分離株を調  
は106例中8  

ETEC陽性で  

存していた。  

Acta Vet Scand  
2008：50：12  

E型肝炎  2007年9～11月に上海地区全域の23の養豚場からフ  

タ糞検体480例を集め、HEVRNAの有無をPCRにより  
調べた。23の養豚場の内6箇所（26．1％）が陽性であっ  
た。検体の陽性率は5％（24／480）で、24の分離株は全  
て遺伝子型4HEVであった。系統遺伝学的解析の結  
果、4つのサブグループに属し、4つの内3つのサブグ  
ループは以前上海で同定された株と近縁であったが、  
1つは地理的に異なった地域から導入された可能性が  

あった。  
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